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要  約 

 

本研究では，薩摩黒鴨™のと畜適期を明らかにするため，市販配合飼料（粗タンパク質含量 15％，

代謝エネルギー含量 2,800 kcal/kg）を不断給与した薩摩黒鴨™を 9，13 および 17 週齢でと畜・解体

した（以下，9 W 区，13 W 区および 17 W 区）。と畜時における 9 W 区の体重は，13 W 区および 17 W

区に比べて小さく（P＜0.05），飼料要求率はそれぞれ 3.7，5.3 および 6.7 であった。ムネ肉重量は 9 

W 区で 428 g，13 W 区で 579 g および 17 W 区で 671 g を示し，各区間で有意差が認められた（P＜0.05）。

また，9 W 区および 13 W 区のムネ肉とモモ肉には皮膚の中に残毛（筆毛など）が確認され，17 W 区

よりも外観で劣っていた。以上より，薩摩黒鴨™のと畜適期は 17 週齢であることが示された。 
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緒  言 

 

田植え直後の水田にアイガモ雛を放飼し，無農薬による安全な米と鴨肉を同時に生産するアイガモ

農法は，作物生産と畜産が有機的に結合した有畜複合農業の１つである[3]。アイガモ農法で生産さ

れた米は消費者の高い評価を受け，その販路は安定的に確保されている。その一方で，水田での働き

を終えたアイガモの処理と流通・販路の確保が大きな課題となっている[4]。 

アイガモ農法では，様々な種類のアイガモが用いられているものの，その多くが成体重1.2～2.0 

kg程度の小型～中型のものであり，生産したアイガモ肉の加工・流通を視野に入れた場合，肉量が十

分とは言えない[5]。こうした中，水田放飼に適したより大型の肉用アイガモを作出するため，日本

有機株式会社，萬田農園および鹿児島大学農学部の3者(産・学・民)によるプロジェクトが2013年に

スタートし，薩摩黒鴨™が作出された[5]。薩摩黒鴨™は肉用アヒルであるチェリバレーに及ばないも

のの，17週齢で体重が約3 kgに達し，南九州で広く利用されている薩摩鴨の1.5倍に達することが明

らかにされている[6]。しかしながら，今後，薩摩黒鴨™をアイガモ農法で利用するには，水田放飼を

含めた飼養管理方法についてさらなる検討が必要であり，その１つに薩摩黒鴨™のと畜適期が挙げら

れる。 

そこで本研究では，薩摩黒鴨™のと畜適期を明らかにするため，舎飼した薩摩黒鴨™を9，13および 

17週齢でと畜し，肉量や飼料利用性などの面から比較検討した。 

 

材料および方法 

 

 2015 年 7 月 8 日から同年 10 月 28 日にかけて, 鹿児島大学農学部附属農場内動物飼育棟において飼

養試験を行った。1 週齢の薩摩黒鴨™30 羽（♂15, ♀15）を 18 ㎡の飼育スペースで市販配合飼料（粗

タンパク質含量 15％，代謝エネルギー含量 2,800 kcal/kg）を不断給餌しながら群飼した。試験開始

時，供試したアイガモの個体識別は行っておらず，4 週齢の時点で翼帯を装着し，以後，各個体の識

別を行った。9，13 および 17 週齢に達した時点で供試した薩摩黒鴨™の中から各 10 羽（♂5, ♀5；以

下，9 W 区，13 W 区および 17 W 区）を抽出し，日本有機株式会社内の食鳥処理場において，と畜・

解体した。なお，9 週齢時におけると畜は，アイガモ農法において水田放飼終了（引き上げ）直後で

の食肉利用，13 および 17 週齢時におけると畜は水田放飼終了から 1 および 2 ヵ月間飼い直し（肥育）

した後での食肉利用をそれぞれ想定し，試験区に設定した。試験期間中，群全体の飼料消費量を毎日

測定するとともに，全羽の体重を週に 1 回調査し，各区のと畜時までの飼料利用性（増体量，飼料消

費量および飼料要求率）を評価した。各区のと畜・解体時には，脱毛後，ムネ肉（皮付），モモ肉（皮

付）およびササミの重量をそれぞれ測定し，歩留（生体重に占める部分肉重量の割合）を算出すると

ともに，部分肉の皮膚内部における羽毛（筆毛など）の残存状況を肉眼で観察した。 

得られた結果のうち，と畜時体重と解体成績については，一元配置分散分析により各区間で比較を

行った。 
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結果および考察 

 

と畜週齢の違いが薩摩黒鴨™の体重ならびに飼料利用性に及ぼす影響を表 1 に示した。各区のと畜

時体重は，9 W 区の 2,581 g に比べ，13 W 区の 2,940 g，17 W 区の 3,109 g と有意に大きかった（P

＜0.05）。一方，試験期間中の 1 羽当たりの飼料摂取量は，9 W 区で 9,242 g，13 W 区で 14,954 g お

よび 17 W 区で 20,172 g であり，増体量で除した飼料要求率はそれぞれ 3.7，5.3 および 6.7 を示し，

9 W 区で最も低く，飼料利用性に優れるものと推察された。 

アイガモは「アヒル類とカモ類の交雑種をいい，しかも人間の管理下におかれたもので，古くから

飼われてきたわが国在来の鳴きアヒルも含まれる」と定義されている[3]。アイガモ農法では，様々

な品種のアヒルやマガモの掛け合わせが用いられており，一般に 1～2 週齢で水田放飼され，9～10 週

齢での水田引き上げ後，20 週齢を目安に穀物飼料を給与しながら肥育される[3]。その一方で，肉用

アヒルであるチェリバレーを水田放飼した場合には，水田引き上げ時の 9～10 週齢でと畜することも

可能であり，肥育にかかる飼料費を削減できることが知られている[2]。本研究の 9 W 区では，1 kg

の増体に必要となる飼料（飼料要求率）が 13 W 区および 17 W 区に比べてそれぞれ 30 および 45％少

なく，3 処理区のうち，9 W 区で飼料利用性が最も優れるものと推察された。しかしながら，9 W 区の

と畜時体重は約 2.5 kg と 13 W 区および 17 W 区に比べて 12～17％小さく，屠殺するには時期尚早と

考えられた。 

 

表 1．と畜週齢の違いが薩摩黒鴨の体重ならびに飼料利用性に及ぼす影響 

Table 1.  Effect of slaughter weeks of age of Satsuma Black Aigamo duckTM  

on body weight and feed conversion ratio 

     9 W区 13 W区 17 W区

開始時体重（g）1）  94  ±  15  94  ±  15  94  ±  15

と畜時体重（g）2） 2,581 ± 238a 2,940 ± 346b 3,109 ± 329b

増体量（g/羽） 2,487 2,846 3,015

飼料摂取量（g/羽）3） 9,242    14,954    20,172

飼料要求率 3.7 5.3 6.7

平均値±標準偏差

同一行内の異肩文字間に有意差あり（P＜0.05）
1) n= 30
2) n= 10
3）1日平均飼料摂取量の累積量  
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 解体成績については，ムネ肉重量が 9 W 区の 428 g，13 W 区の 579 g，そして 17 W 区の 671 g の順

に大きくなり，各区間で有意差が認められた（P＜0.05）（表 2）。モモ肉およびササミについても同様

な結果を示し，17 W 区で最も大きく，次いで 13 W 区および 9 W 区の順であった（P＜0.05）。その結

果，歩留は 17 W 区で 38.0％と最も大きく，次いで 13 W 区の 34.8 および 9 W 区の 30.8％の順となり，

各区間で有意差が認められた（P＜0.05）。 

 

表 2．と畜週齢の違いが薩摩黒鴨の解体成績に及ぼす影響 

Table 2.  Effect of slaughter weeks of age of Satsuma Black Aigamo duckTM on carcass characteristics 

9 W区 13 W区 17 W区

生体重 2,581 ± 238a 2,940 ± 346b 3,109 ± 329b

ムネ肉（皮付き） 428 ±  38a 579 ±  75b 671 ±  75c

モモ肉（皮付き） 336 ±  24a 401 ±  48b 461 ±  58c

ササミ 29 ±   4a 44 ±   6b 51 ±   5c

歩留（％)1) 30.8 ±  1.4a 34.8 ± 0.9b 38.0 ± 1.1c

n=10

平均値±標準偏差
a,b同一行内の異肩文字間に有意差あり（P＜0.05）
1) (ムネ肉＋モモ肉＋ササミ）/生体重×100

- g -

区　分
項　目

 

 

アイガモでは，ムネ肉が“ムネロース”として流通し，最も商品価値が高く，流通段階では 500 g

以上の重量が必要とされている[5]。本研究では，13 W 区と 17 W 区がその条件（500 g 以上）を満た

しており，とくに 17W 区ではモモ肉とササミを加えた部分肉の合計（歩留）は生体重の 40％近くに達

することが明らかになった．一方，9 W 区は飼料利用性の面では優れていたものの，部分肉について

は十分な重量に達していないことが示された。加えて，部分肉の外観についても，9 W 区では脱毛処

理した際に皮膚の中に黒い残毛（筆毛など）が多く認められ，13 W 区でも若干確認された（図 1）。

アイガモの脱毛処理は，ニワトリに比べて困難であり[4]，週齢によっては皮膚に埋もれている羽毛

が抜けきれず，これが肉の外観を損なうことが知られている[1]。そのため，チェリバレーなどの肉

用種は皮膚に埋もれた羽毛が目立たないように白色羽装を有している場合が多い。黒色羽装を有して

いる薩摩黒鴨™では，9 W 区で残毛が多く，17 W 区で残毛が認められなかったことから，週齢が進む

につれて残毛が少なくなり，外観的な点で商品価値が向上するものと考えられた。  

以上より，9 週齢でと畜した薩摩黒鴨™の飼料利用性は優れていたものの，部分肉の重量やその外観

からと畜適期は 17 週齢であることが示された。このことから，合鴨農法における薩摩黒鴨™の利用で
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は，水田放飼終了後およそ 2 ヵ月間肥育し，と畜する形が望ましいと考えられた。今後は飼料費削減

の観点からより早い週齢でのと畜の可能性についてさらに検討を進める必要がある。 

 

 

 

 9 W 区                  13 W 区                 17 W 区 

図 1. 屠殺週齢の違いが薩摩黒鴨の部分肉の外観に及ぼす影響（上：ムネ肉，下：モモ肉） 

Figure 1.   Effect of slaughter weeks of age of Satsuma Black Aigamo duckTM on the appearances of meat 

 (Upper: breast meat, lower: thigh meat) 

 

 

 

薩摩黒鴨 TM のと畜適期                        5

皮膚内部に黒い残毛

残毛により，皮膚が黒く見える．
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Summary 

 

The objective of this study is to obtain basic information on optimal timing for slaughter of Satsuma Black 

Aigamo duckTM (SBA). Thirty SBA ducks (♂ 15: ♀ 15) were fattened on a commercial diet (crude protein 

15 %, metabolizable energy 2,800 kcal/kg) ad libitum in a duck shed at the experimental farm attached to 

Faculty of Agriculture, Kagoshima University. 3 groups of ten birds were slaughtered at 9, 13 and 17 weeks of 

ages, respectively (9 W, 13 W and 17 W treatments). The body weights of 9 W was smaller than those of 13 W 

and 17 W (P < 0.05). Feed conversion ratio of 9 W, 13 W and 17 W were 3.7, 5.3, and 6.7, respectively. A 

significant difference was found in the weight of breast meat amoung 3 treatments (P < 0.05; 428 g in 9 W, 579 

g in 13 W and 671 g in 17 W). As for the appearances of each meat, it was observed that unremovable feathers 

were found on the skins of 9 W and 13 W. As a result, these findings indicated that 17 W was the most optimal 

timing for slaughter of SBA. 

 

Key words: integrated rice and duck farming, optimal timing for slaughter, Satsuma Black Aigamo duck TM 
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